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	応用
	抗原情報
	背景
	このイントロンレス遺伝子によってコードされるタンパク質はJUNファミリーのメンバーであり、AP1転写因子複合体の機能的構成要素です。このタンパク質は、p53依存性の老化およびアポトーシスから細胞を保護することが示唆されています。代替的な翻訳開始部位の使用により、異なるアイソフォームが生成されます（PMID:12105216）。[RefSeq提供、2013年11月],機能：AP-1部位に結合し、共導入によりAP-1部位を有するプロモーターの活性を刺激します。,類似性：bZIPファミリーに属します。Junサブファミリー。,類似性：1つのbZIPドメインを含みます。,サブユニット：二量体としてDNAに結合する。,
	研究分野
	MAPK_ERK_成長;MAPK_G_タンパク質;
	画像データ
	

	JunD（リン酸化Ser255）抗体を用いたパラフィン包埋ヒト乳癌の免疫組織化学染色。右の写真はリン酸化ペプチドでブロッキングした状態。
	

	フォルスコリン処理した293細胞ライセートのJunD（リン酸化Ser255）抗体を用いたウェスタンブロット解析。左のレーンはリン酸化ペプチドでブロッキングされている。

